
 

 

議   事   録 

会議の名称 
茨木市人権尊重のまちづくり審議会 

第１回いのち・愛・ゆめセンターあり方検討部会 

開催日時 平成27年12月17日（木） 午後６時10分～６時45分 

開催場所 茨木市役所南館８階 中会議室 

部会長 熊本 理抄 

出席者 

熊本 理抄   岩本 賢三 

長田 佳久   三木 昭 

（４人） 

欠席者 柴原 浩嗣 

主な議題 
(1) 部会長選出 

(2) その他 

配布資料 

 

添付のとおり 

（順不同、敬称略）
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 １ 開会  

ただ今から、いのち・愛・ゆめセンターあり方検討部会を開催する。委員の皆

様には審議会から引き続きご出席いただき感謝する。 

 

 ２ 部会長選出  

はじめに当部会の部会長の選出を行う。 

選出については審議会規則の規定を準用し、委員の互選により定めることとし

たい。部会長の選出についていかがか。 

 

５人という少人数であるが、内容は難しい。そう考えると茨木市人権尊重のま

ちづくり審議会副会長の熊本委員に部会長をお願いするのがよいと思う。 

 

熊本副会長を部会長にというご発言があったがいかがか。 

 

（異議なし） 

 

それでは熊本副会長には部会長をよろしくお願いしたい。 

 

 ３ 部会長あいさつ  

 

部会長から一言ごあいさつをお願いしたい。 

 

先ほど閉会した第３回茨木市人権尊重のまちづくり審議会においても茨木市立

いのち・愛・ゆめセンター（以下「愛センター」という。）の現状や方向性につ

いてお話をいただいたが、これは、茨木市はもちろん、日本社会全体においても

重要な課題であり、愛センターの重要性は今後ますます高まると考える。関係者

の皆様や地域住民、当事者団体の方に学ばせていただきながら、よりよい方針を

出せるよう尽力したい。よろしくお願いする。 

 

 それでは以後の議事については部会長にお願いする。 

 

 ４ 今後のスケジュールについて  

 それでは次第に従って進めたい。諮問について議論を進める上で今後のスケジ

ュールについて説明をお願いしたい。 

 

 【いのち・愛・ゆめセンターあり方検討部会の進め方（案）について説明】 
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今の説明について質問等はないか。 

先ほど、地域住民の声を反映する仕組みというお話があったが、現地におもむ

いて利用者や地域住民の話を聞ける機会をいただくのはありがたいと考える。月

１回程度の開催となるが、骨子の提案に合わせて私からも何らかのものをご提案

させていただきたいと考えている。その場合に、隣保事業に造詣の深い職員の方

のご協力もいただきながら進めていきたいと考えている。 

また、先ほどのお話の中で、私自身も不勉強なところがあるため、あり方検討

について参照できる他自治体の資料や、相談事業の内容についてまとめた資料が

あればご提示いただければと考えている。効率性ということだけが施設の見直し

の視点として前面に出てくることを懸念しており、事業の内容等についてもきち

んと考えていきたい。 

 

もし来月現地に視察に行くのであれば、先ほど隣保館の変遷についての話もい

ただいたが、現在のセンターの活動の実態、例えば相談事業がどのくらい件数が

あるのかといったことなど、生の姿を教えていただけると良いと思う。各愛セン

ターの方でよろしくお願いしたい。 

 

せっかくの機会なので一言申し上げたいと思う。皆様おっしゃるとおり、現地

に行って関係の方から生の話を聞く、データもいただけるということは大いに期

待している。そうして期待に応えられる、あり方検討の審議に積極的な提案・提

言ができればと思い、参加している。ご指導、ご鞭撻をよろしくお願いする。 

 

私自身は地元を良く知っており、解放会館や青少年会館ができた当時の実態は

よく知っている。しかし、現在の愛センターの利用状況はかなり変わってきてい

る。現状では職員数もかなり減っており、厳しい状況である。それを含めて今後

のあり方を考えるのがこの部会の課題であると考える。現地のお話も聞きながら

考えていきたい。 

 

 ５ その他  

その他、委員の皆様、事務局からあるか。 

 

資料について、他市であり方検討をしている事例はあり、資料として追加する

ことも考えたが、地域によって現状が様々であり、本市の状況にぴったり当ては

まるとは言えない部分、歴史的経緯や地域の状況等が異なってくる部分があるた

め、全隣協のあり方検討の資料のみとさせていただいた。次回は滋賀県や兵庫県

等の近隣自治体の事例も資料としてお示ししたい。 

また、会議終了後に皆様のご都合をお聞きし、今後のスケジュールを確定して
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いきたい。３～４か月の期間であるため、できるだけ早く日程を確定できればと

考えている。また、各愛センターへの交通手段等についても検討したい。 

 

他に何かないか。では、本日の議題はこれで終了となる。これを持って本日の

部会を終了する。 

 

 ６ 閉会  

 


